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できたこと、
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■本書の意義
　本書に掲載されている写真や文章を見て改めて
思ったことは、あの原発事故（東京電力福島第一原子
力発電所過酷事故）は何だったのだろうということ
だ。まだまだ現在進行形なので過去形で書くのには気
が引けるが、社会的にはこの問いに対してまだ答えを
見出していないのではないか。
　大仰に聞こえるかもしれないが、大熊町がこの震災
記録誌を取りまとめ公刊することには世界史的な意
義がある。できれば世界中の人に読んでもらいたい。
それが無理だとしても、後世の歴史家が何かの機会に
読んでくれたらありがたい。いずれ答えを出すために
は、本書のようなヒントが必要なのだ。だからこうし
て文字に残すということが、原発事故を体験した私た
ちにできる使命であり、責務だと思う。

■発災時の対応
　原発事故発災時、国は大熊町に関連する避難指示を
３回にわたって発している。３回目の20㎞圏避難指示
が出たのは2011年３月12日18時25分だが、大熊町は
その日早朝の10㎞圏避難を全町避難ととらえ、10～
20km圏の町民を含めた全町民を誘導している。ほと
んど情報が遮断されている中で、いち早く町民の安全
を確保しようとしたことは高く評価されるべきだ。自
治体の最低限にして最大の使命は住民の安全と生命
を守ることだからである。
　国の２回目の避難指示の際に細野豪志内閣総理大
臣補佐官（当時）から町長に電話があったという。私の
知る限り、国から直接、自治体に対して連絡があった
のは、大熊町においても、双葉郡内町村においても（単
純化すると３回の避難指示×８町村＝24回の中で）、こ
の１件以外には存在しない。つまり緊急時には情報は
伝わらないものなのである。役場内の組織においても
同様だ。だから国や県、あるいは上位組織に依存せず
に、その場その場で決断することが求められる。これ
は住民も含め、日頃からの政策過程で習熟しておかな
ければならない技術なのだ。

■避難時の対応
　田村市や三春町から会津若松市へ避難先を移すこ
とには大きな決断が必要だったと思う。葛尾村は会津
坂下町へ、楢葉町は友好都市であった会津美里町に役

場などを避難させているが、大熊町の場合には現在に
至るまで会津若松市を中心に避難が続いていること
に明らかなように、大規模で長期間にわたる避難先選
択だった。当時の切羽詰まった環境の中でこのような
重い決断をされた方々には頭が下がる思いだ。
　各地で事業継続計画が策定されようとしているが、
少なくとも庁舎が機能しない時にどのように行動す
るかは考えておくべきだろう。もちろんその前提とし
て、市民をどこまでどのように避難させるかという避
難計画を、机上の空論ではなく具体的で現実的に立て
る必要がある。
　大熊町が避難先で一早く町立の小中学校を開校し
たのは英断だった。よく言われるように、学校は地域
社会の拠点であり、象徴でもあるからだ。それだけ長
期的な展望を見据えていたということに他ならな
い。ただ、時間の経過は冷酷でもあり、しだいにその
役割も変化していくだろう。日々、見直すことも必要
になる。

■「復興」への道
　残酷なことに原発事故にはすっきりした解決方法
がない。そもそも原発という技術そのものが完結して
いないのだから、お金をかければ何とかなるというも
のでもない。しかも既に事故が起きてしまったので、
取り戻せないことが多すぎる。チェルノブイリでも、
事故から30年を過ぎたのに今でも新しい知見が出て
きている。
　まずはこのことを正面から引き受けて、日本や世界
の人たちと共有化する必要がある。安易な道はない
し、なかったことにすることもできないということを
わかってもらうしかない。逆に目先の対策でごまかそ
うとする動きには注意しなければならない。スタート
はそこからだ。
　復興には「生活の再建」と、地域という「空間の再興」
との２種類がある。もっとも大事なのはそれぞれの人
たちの生活を再建することだ。空間の再興を急がせる
ことはない。むしろ急ぎすぎる空間の再興は身の丈に
合わない過大な債務を背負うことになり、結果的に復
興を遅らせてしまう。大熊町はそういう岐路に立たさ
れている。
　改めて大熊町に関係するすべての人たちに敬意を
表したい。
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損害賠償等
東京電力福島第一原子力発電所事故による損害に対する賠償項目一覧

　（大熊町民用として東京電力が作成：平成28年11月1日号  広報誌同封）
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義援金
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大熊町第二次復興計画（平成27年3月策定）の概要
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